








    From the beginning of its history ,China has been a nation of many ethnic groups ,and compared with other 
countries its total population is rather large. Compared with China , Japan is in principle a country made up 
of essentially only one ethnic group and compared with its land mass ,if has a rather large population of 130 
million people ,making if the 10th most populous country in the world.For different reasons ,both countries with 
the progress of time have come to face globalization at present , in this paper seeks to clarify issues facing both 
countries with regard to ethnicity and globalization and seeks to define differences in approach between the 




















































































































対応していない言語現象は日常生活によくみられる。たとえば、基本語の “ 来 ” と “ 去 ” は、
話者の方に近づいて来れば “ 来 ” を使い、話者から離れて行けば “ 去 ” を使う。日本語の「来る」
と「行く」も同じように使われるが、そうではない場合もある。以下の例文を見てみよう。









からびた魚の浮き袋のよう。（同上、88 − 11 − 90）
（4） 丽莎笑得眼泪都出来了。（『人民』95 − 3 − 99）
 麗莎さんは涙が出るほど笑った。（同上）
（5） 他们出来跳舞。一般都需要撒谎。（『人民』95 − 6 − 99）
 かれらがダンスに行くときは、たいていウソが必要だった。（同上）
　例（1）の “ 来 ” は「来る」と訳されているので、中日両言語が対応している場合であり、“ 来 ”
「来る」の用法は基本どおりであり、こちらに向かってくる場合に使う用法である。これを「基





これは中国語や英語に見られる用法である。親しい関係にある人は例（2）の “ 我们就来。” を
使うが、一般的な関係であれば、“ 我们就去。” と言う。中国語や英語では言葉のなかにも人
間関係が現れている。親しい人間関係は心理的に相手に近いから、相手の立場に立って “ 来 ”
を使うのであろう。日本語も方言（九州や山陰地方）のなかにはこの用法があるが、筆者の知
る限り標準語の中にはない。
　例（3）から（5）までは “ 来 ” の前に動詞 “ 出 ” が用いられている場合である。例（3）は






訳出法は訳者のセンスが問われる訳出法である。例（5）は “ 出来 ” が「行く」と訳されてい
て、中日両言語は対応関係になっていない。この文では中日両言語に視点の違い 8) のあるこ
とを窺わせている。中国語は目的が重要であれば、目的地に視点をあてるのが一般的なので、
“ 跳舞厅 ” の方に視点をあて “ 出来 ” を使うが、目的が一般的であれば、“ 他们常常出去唱卡拉
OK”「彼らはよくカラオケに行く。」と言い、“ 出去 ” を使い、「歌う」は分かり切ったことな
ので、訳さないのが一般的である。ここにも目的の違いによる表現の違いが出ている。日本語
はそれができない言語である。日本語はこういう場合、家に視点があるので、いずれにしろ自
分のいる家から離れる「行く」しか使えない。次に “ 去 ” を用いている文を見てみよう。
（6） 渐渐地，她喜欢去找我妻子了。（『人民』95 − 6 − 99）
 次第に彼女は妻の勤め先に行くようになった。（同上、95 − 6 − 98）
（7） “ 请语文课代表到教研组去，王力也去。”（『人民』88 − 1 − 95）
 「国語のクラス委員は職員室へいらっしゃい、王力もいっしょに」（同上、88 − 1 −
96）
（8） 过后就真的给她打电话，请她去跳舞，而且还挺频繁的。（『人民』95 − 6 − 99）
 その後、実際に彼女に電話をかけ、ダンスに誘った。しかもかなり頻繁に。（同上、95








（9） 那天，跟妻子讲好我不回去吃饭了。（『人民』95 − 6 − 99）
 その日、夕食には帰らないからと妻に言った。（同上、95 − 6 − 98）
（10） “ 那，人反正不在了，我就不回去了，你捎上二百块钱吧。” 姨好像为难地说。（『人民』
95 − 5 − 99）
 「まあ、いずれにしても死んじまったわけね。私は行かないことにするよ。二百元持っ
て行ってね」と、おばは何だか苦しげだ。（同上、95 − 5 − 98）
　例（6）の “ 去找我妻子 ” の “ 去 ” は「行く」と訳されているので基本訳だが、“ 找我妻子 ” は「妻
を訪ねる」ではなく「妻の勤め先に」と訳されているので「意訳」9) である。例（7）の “ 到
教研组去 ”「職員室へいらっしゃい」の “ 去 ” は「来る」の丁寧態「いらっしゃい」で訳され
ている。これも中日両言語の視点の違いから来る訳である。中国語では、その場から離れるの
で “ 去 ” を使っているが、日本語は話題の場所が「教員室」なので、生徒はそこに「来る」の
で丁寧態の「いらっしゃい」を使っている。もう一つの “ 去 ” は「いっしょに」と訳されてい
るので意訳である。例（8）の “ 请她去跳舞 ”「ダンスに誘った」の “ 去 ” は訳されていないの
で「不訳」であるが、全体では意訳である。“ 请她跳舞 ” は「彼女をダンスに誘った」と訳す
が、中国語ではダンスホールに行かなければならないので、原文に “ 去 ” を入れているが、日
本語ではダンスをするためにはダンスホールに行かなければならないので、「行く」は省略さ
れている。“ 跳舞 ” だけであれば、「ダンスをする」の意味であるが、“ 请她去跳舞 ” を「ダン
スに誘った」と訳したのは名訳である。「ダンスに誘った」だけで、「彼女を」の存在が分かる
からである。
　例（9）の “ 不回去吃饭了 ” を「夕食には帰らないから」と訳すのは意訳だが、この中の “ 回
去 ” を「帰って行く」ではなく「帰る」と訳しているのは「減訳」である。例（10）の “ 不回
去了 ” は「行かないことにするよ」と訳すのは「文化の違い」10) である。文化の違いまで訳し
てあるこの訳はやはり名訳である。“ 我 ” は自分の母親のところへ行くのだから、中国語では
当然 “ 回去 ” を使う。日本語はすでに嫁いでから何十年も経っているので、｢帰る｣ ではなく
｢行く｣ となる。










95 − 8 − 99）
 傑と叢が離婚を決め、どちらが言い出したともなく、むかし生産隊で暮らした湖北省
南部の小さな山村に旅行することにした。（同上、95 − 8 − 98）
（12） 翌晨，杰和丛朝山坡上攀登，老远就望见那棵苦楝树依然健在，只是树干疮痍满目，脖




（13） “真是你么？”（『人民』91 − 2 − 96）
 「ほんとうに、あなた？」（同上、91 − 2 − 97）
（14） 杰问 ：“你在想什么？”（『人民』95 − 8 − 99）
 「何考えてる ?」と傑がきいた。（同上）
（15） “我也不会游泳呀，这二月的天……” （『人民』91 − 2 − 96）
 「オレも、泳げないんだ。それに二月だし……」（同上）
（16） 丛说 ：“我忽然想起了那棵苦楝树来……” （『人民』95 − 8 − 99）
 「あのセンダンの木をふと思い出したの」と叢が答えた。（同上）
（17） 他刚刚失恋，女友的绝情令他痛不欲生。（『人民』95 − 12 − 85）
 彼は最近失恋した。彼女の心変わりに絶望し、死にたいとまで思った。（同上、95 −
12 − 98）
（18） 这不，今天他又要给全局干部职工作报告了。（『人民』91 − 7 − 96）
 そう、局長はきょうもまた、全局の幹部職員に報告をすることになっている。（同上）
　例（11）（12）の “ 杰和丛 ” は「傑と叢が」（例 11）と「二人は」（例 12）に訳されている。
なぜ訳し方が異なるのか。例（11）は対応しているが、例（12）は意訳である。例（13）と（14）
の “ 你 ” は「あなた」（例 13）と不訳（例 14）である。例（15）と（16）の “ 我 ” は「オレ」（例





















19，20）を使い、一般的な場合であれば、“ 他 ”（例 20）を使う。例（20）では、“ 这 ” を使
えば親しい関係を表し、“ 他 ” を使えば一般的な関係 13) を表す。例（21）（22）は同一場面で
あると仮定できる。例（21）には “ 这 ” を使い、例（22）には “ 他 ” を使っている。同じ意味
ではあるが、前者は親友、後者は同級生という感覚である。中国語は一般に主体を省略すると、
誰が対象なのか分からなくなるので主体を省略（例 19 ～ 21）できないが、日本語は一般に中
国語の主語 “ 这 ”“ 他 ” を訳さない。日本語は主体がなくても、出来事を表す述部によって誰が
話し、誰が主体であるかが分かる（例 19 ～ 21）14) からである。
4.　中日両言語のリズムについて

























































章に、このリズムが生きている。中国語は、一般に句読点の間隔は 10 文字（5 ＋５）前後であり、
14 文字（7 ＋ 7）を超えると呼吸の問題で発音しづらくなる。日本語は 12 文字（5 ＋ 7）前後























　例（24）は 15 文字の “ 将肥皂涨价的绝密情报告诉了胖嫂 ” の部分を除いて、基本的には 10
文字前後以下なので、それぞれが呼吸をとりやすく発音しやすい分文である。また、その中
の “ 从前，整个县城一个饭馆，一个商店就够了。” と “ 如今，三步一个饭馆，两步一个小卖铺，
照样个个赚钱。” とは、対比の手法により書かれているので、リズム感があり読みやすくなっ
ている。日本語訳は 20 文字「通りに面して小さな雑貨屋を開いているのだ」を除いて、12 文
字前後以下に訳されているので呼吸がしやすく読みやすい。例（25）は “ 不敢推门而进 ”“ 那
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